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第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2017年8月20日（11）
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【
江
東
・
書
記
・
内
藤
昇
記
】

江
東
支
部
の
目
の
前
に
あ
る
大
衆

居
酒
屋
「
山
城
屋
酒
場
」
は
明
治

30
年
創
業
で
、
昭
和
28
年
に
今
の

形
に
な
り
ま
し
た
。
看
板
も
当
時

の
ま
ま
味
わ
い
の
あ
る
物
で
す
。

暖
簾
を
く
ぐ
る
と
そ
こ
は
ド
ラ

マ
の
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
レ
ト
ロ

感
。
カ
ウ
ン
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル
、

座
敷
が
あ
り
、
常
に
に
ぎ
わ
っ
て

い
て
満
席
で
入
れ
な
い
事
も
多
々

あ
り
ま
す
。

壁
に
は
一
面
、
短
冊
に
書
か
れ

た
メ
ニ
ュ
ー
が
貼
っ
て
あ
り
、
定

番
の
メ
ニ
ュ
ー
と
日
替
わ
り
お
す

す
め
品
も
。
そ
こ
か
ら
選
ぶ
の
も

楽
し
み
の
一
つ
。

お
つ
ま
み
は
ど
れ
も
美
味
し

く
、
お
刺
身
は
絶
品
。
オ
ス
ス
メ

は
「
今
日
の
お
酒
」
。
日
本
全
国

の
地
酒
を
日
替
わ
り
で
味
わ
え
ま

す
。
一
番
の
ご
馳
走
は
看
板
女
将

の
晴
さ
ん
の

笑
顔
。
「
い

ら
っ
し
ゃ
〜

い
」
の
一
言

で
一
日
の
疲

れ
が
癒
さ
れ

ま
す
。
支
部

で
会
議
や
群

会
議
の
後
は

予
約
し
た
席

に
組
合
員
が

ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
き
ま

す
。テ

レ
ビ
や

雑
誌
の
取
材
も
多
く
、
店
内
に
は

有
名
人
の
サ
イ
ン
色
紙
も
た
く
さ

ん
。
気
軽
に
入
れ
る
雰
囲
気
の
お

店
、是
非
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
メ
ニ
ュ
ー
〉

生
ビ
ー
ル
（
中
）

4
5
0
円

日
本
酒
（
剣
菱
）

3
8
0
円

ホ
ッ
ピ
ー
セ
ッ
ト

3
9
0
円

ウ
ー
ロ
ン
杯

3
5
0
円

刺
身
3
種
盛

7
3
0
円

は
ん
ぺ
ん
焼
き

3
3
0
円

鳥
か
ら
揚

4
9
0
円

鳥
軟
骨
唐
揚
げ

3
9
0
円

焼
き
め
し

5
2
0
円

お
茶
漬
け

4
1
0
円

目
玉
焼
き

2
8
0
円

イ
カ
納
豆

3
9
0
円

え
い
ひ
れ

3
8
0
円

長
い
も
わ
さ
び

3
3
0
円

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

2
8
0
円

キ
ム
チ

3
3
0
円

し
じ
み
汁

2
8
0
円

営
業
時
間

16
時
〜
23
時

定
休
日

日
曜

江
東
区
南
砂
1
―
6
―
8
（
駐
車

場
無
し
）

☎
3
6
4
4
―
3
0
9
8

看板女将の晴さん （643）

塗
装

岡
田
豊
志

終
戦
間
近
の
昭
和
20
年
。
旧
制

中
学
1
年
の
私
は
、
午
前
中
は
軍

事
教
練
、
午
後
は
国
へ
勤
労
奉
仕

の
松
根
油
の
原
料
で
あ
る
松
の
根

掘
り
と
通
常
の
授
業
が
混
同
し
た

日
程
が
続
い
た
。

8
月
5
日
朝
礼
で
「
上
級
4
年

生
は
当
時
東
洋
一
の
軍
需
工
場
で

あ
る
豊
川
海
軍
工
廠
（
こ
う
し
ょ

う
）
に
動
員
さ
れ
て
い
る
が
、
下

級
生
の
諸
君
は
肉
体
労
働
が
続
い

た
の
で
本
日
は
自
宅
待
機
で
帰
宅

せ
よ
」
の
指
示
。
私
も
喜
び
、
自

転
車
で
帰
宅
す
る
こ
と
に
。
15
分

ほ
ど
走
っ
た
頃
、
突
然
空
襲
警
報

の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
、
通
行

人
の
多
く
が
「
お
か
し
い
」
「
い

つ
も
警
戒
警
報
が
出
て
か
ら
な
の

に
」
、
と
右
往
左
往
し
て
い
た
。

早
く
家
に
急
げ
と
、
気
だ
け
焦
っ

た
。し

ば
ら
く
し
て
三
河
湾
上
空
か

ら
米
軍
Ｂ
29
と
戦
闘
機
の
編
隊
が

小
鳥
の
群
れ
の
よ
う
に
見
え
た
。

少
年
の
私
に
も
工
廠
に
向
か
っ
て

き
た
と
直
感
し
、
通
い
慣
れ
た
県

道
筋
の
畑
に
多
く
掘
ら
れ
た
蛸
つ

ぼ
防
空
壕
と
呼
ば
れ
る
青
天
井
の

丸
形
壕
を
探
し
当
て
、
自
転
車
を

乗
り
捨
て
走
っ
た
。
見
知
ら
ぬ
老

人
が
手
招
き
し
て
く
れ
、
転
が
り

込
ん
だ
。
す
ぐ
ヒ
ュ
ル
ヒ
ュ
ル
ヒ

ュ
ル
ー
と
竹
笛
の
よ
う
な
音
が
し

た
ら
、
ド
カ
ー
ン
ド
ス
ー
ン
と
体

が
浮
く
感
じ
の
爆
発
音
で
頭
か
ら

畑
の
土
を
被
っ
た
。
で
も
助
か
っ

た
と
老
人
と
抱
き
合
っ
た
。
20
万

㎡
の
工
廠
も
30
分
程
度
の
爆
撃
で

敵
機
が
去
っ
て
静
か
に
な
り
、
顔

を
出
し
て
見
て
驚
い
た
。
建
物
は

跡
形
も
な
く
、
遺
体
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

転
が
り
、
体
験
し
た
人
の
み
知
る

表
現
で
き
な
い
異
臭
。

今
、
豊
川
稲
荷
西
隣
に
慰
霊
碑

が
建
立
さ
れ
2
千
余
ほ
ど
の
慰
霊

が
眠
っ
て
い
る
。
帰
郷
（
豊
川
）

す
る
た
び
参
拝
し
、
平
和
の
あ
り

が
た
さ
を
痛
感
す
る
。
（
町
田
）

民
主
化

戦
後
、
福
生
の
青
年
た
ち
が

日
本
や
郷
土
を
ど
う
再
建
す
る

の
か
、
自
由
主
義
、
民
主
主
義

と
は
何
な
の
か
話
し
合
い
、
青

年
団
を
再
建
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
戦
中
、
青
年
団
の

リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
橋
本
孝
蔵
が

昭
和
20
年
11
月
、
「
福
生
青
年

団
」
を
発
足
さ
せ
る
。

橋
本
は
昭
和
16
年
に
戦
争
協

力
組
織
と
し
て
改
組
さ
せ
ら
れ

た
「
青
少
年
団
」
を
原
点
に
戻

し
た
。
そ
し
て
蔵
原
惟
人
ら
の

「
新
日
本
文
学
会
」と
繋
が
り
、

地
域
の
民
主
化
運
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
奇
跡
の
レ
ッ
ス
ン

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
編
」
が
再
放
送

さ
れ
て
い
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来

た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
マ
ル
コ
ス
・
レ

ル
バ
ッ
シ
（
愛
称
・
マ
ル
キ
ー
ニ

ョ
ス
）
さ
ん
が
西
東
京
市
の
ひ
ば

り
が
丘
中
学
の
男
子
バ
レ
ー
部
の

コ
ー
チ
を
務
め
る
。

マ
ル
キ
ー
ニ
ョ
ス
さ
ん
は
、
強

豪
サ
レ
ジ
オ
中
学
と
の
練
習
試
合

で
、
「
勝
と
う
と
思
う
な
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
、
勝
利

は
結
果
で
し
か
な
い
」
と
指
導
す

る
。
サ
レ
ジ
オ
か
ら
目
標
で
あ
っ

た
10
点
以
上
を
奪
っ
て
自
信
を
つ

け
る
ひ
ば
り
が
丘
の
メ
ン
バ
ー
た

ち
。
東
京
五
輪
で
何
色
で
も
い
い

か
ら
メ
ダ
ル
が
欲
し
い
と
い
う
ア

ス
リ
ー
ト
と
は
ち
が
っ
て
と
て
も

さ
わ
や
か
だ
。

【
西
多
摩
・
瓦
・
髙
野
初
雄

通
信
員
】
多
く
の
命
が
犠
牲
に

な
っ
た
太
平
洋
戦
争
で
敗
戦
。

焼
け
野
原
だ
っ
た
東
京
が
復
興

し
、
映
画
が
楽
し
み
だ
っ
た
時

代
。
ど
れ
だ
け
の
人
が
ス
ク
リ

ー
ン
の
彼
女
に
魅
了
さ
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ

バ
ー
ン
。
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
・
ゴ
ー
ル
デ
ン

グ
ロ
ー
ブ
賞
（
共
に

主
演
女
優
賞
）
を
受

賞
し
た
『
ロ
ー
マ
の

休
日
』を
は
じ
め『
テ

ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食

を
』
な
ど
多
く
の
話

題
作
に
出
演
し
て
い

ま
す
。

1
9
5
6
年
公
開

の
『
戦
争
と
平
和
』

は
ロ
シ
ア
の
人
々
と

ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
戦

争
を
描
い
た
文
豪
ト

ル
ス
ト
イ
の
長
編
小

説
が
原
作
で
、
自
分

探
し
を
続
け
る
若
者
達
の
成
長

物
語
で
す
。

天
真
ら
ん
ま
ん
な
少
女
ナ
タ

ー
シ
ャ
（
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ

バ
ー
ン
）
に
、
お
人
よ
し
で
不

器
用
な
ピ
エ
ー
ル
（
ヘ
ン
リ
ー

・
フ
ォ
ン
ダ
）
と
、
親
友
で
軍

人
の
ア
ン
ド
レ
（
メ
ル
・
フ
ァ

ラ
ー
）
が
恋
を
し
ま
す
。
そ
し

て
3
人
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
に
成
長
を
遂
げ
、

生
と
死
、
そ
し
て
愛
の
意
味
を

知
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
が
、
原
作
を
知

ら
な
い
で
映
画
を
見

る
と
、
何
を
表
現
し

て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

延
々
と
見
せ
ら
れ
る

よ
う
な
感
じ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
イ
タ
リ
ア

の
セ
ッ
ト
で
再
現
さ

れ
た
モ
ス
ク
ワ
の
宮

殿
は
実
物
よ
り
本
物

ら
し
い
と
言
わ
れ
、

合
戦
シ
ー
ン
で
は
、

1
万
5
千
人
の
イ
タ

リ
ア
軍
の
兵
士
に
、

当
時
を
忠
実
に
再
現
し
た
軍
服

を
着
せ
、
雪
あ
ら
し
の
シ
ー
ン

の
大
量
の
人
工
雪
も
圧
巻
で

す
。オ

ー
ド
リ
ー
に
と
っ
て
は
初

の
カ
ラ
ー
・
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー

ン
作
品
へ
の
出
演
で
、
彼
女
が

ス
ク
リ
ー
ン
の
中
に
出
て
く
る

だ
け
で
よ
か
っ
た
存
在
だ
と
分

か
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

住 吉 駅
徒歩１５分

山
城
屋
酒
場

山
城
屋
酒
場

下
校
中
突
然
の
爆
撃

刺身も女将も絶品
創業１２０年の老舗居酒屋

蛸
つ
ぼ
防
空
壕
で
命
拾
い

キング・
ヴィダー

オードリーの存在感を再認識

監
督戦争と平和戦争と平和

チ
ョ
ッ
ト
一
服（
９５０
）


